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奈良

砂7月は差別をなくす強調月間。互いに人権を尊重しましょう。
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あ
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あ
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.7月怯差別を忽くす強調月間
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西
晶
画
一
一
千
年
の
薦
開
け
が
い
よ
い
よ
あ
と
半
年
に
迫
っ

て
き
ま
し
た

-
Z
の
新
し
い
肩
関
け
を
祝
う
と
と
も
に
笹

界
遭
産
に
登
百
倍
さ
れ
た
奈
良
の
曾
ぱ
y
bし
さ
を
全
国
そ
し

て
笹
界
へ
発
信
し
よ
う
と
凶
奈
良
青
年
金
援
所
と
柄
忽
ど

が
「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
2
0
0
0
N
N
A
R
A』

そ
開
き
ま
す
・

劃
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
脚
奈
良
育
辱
会
隊
所
と
南
側

芭
一
年
自
の
叉
タ
ト
を
き
っ
た
奈
良
市
が
来
来
ヘ
夢

と
椅
認
を
K
E
し
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
も
玉
コ
と

街
画
し
た
事
業
で
す
・

術
民
の
み
怒
さ
ん
の
箇
力
と
参
加
を
お
願
い
し
季
す
・

~ 

!
!
iし

た
人
文

字
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

航空毘公配迎えましょヨ つ(持拡舶は‘

カウン トタウン事業と~

褐代の犬き忽区切りであ

る'lIi1l2000与の甥開ヲとし、

う歴史的瞬間を [5，4， 3 

2， 1， OJと@加者金員で

惨を続効"が§迎えることに

，り斬凶刑判酌の

書ぴを共にヒかち.，おヨとす

る帥百

NARA実行委鋼会

同"月"日吋 II1 I日
雀草山と奈良公園符

奈良JC創立紛周年配念カヴノトグウ'"湖'"

(同開会酎問日j

曹l①カウノトグウ，=ミレニアムヨ，<テ ト

ーイプコ J 川市民帥による叩

②人文オドイルミゑ シ掴J

剛A~f1'i.ljH沼町 :t ¥' I.Ul t'-t!"るニとによ句 廿.浮かび

上がらせます

③カウントダウンストリ ト
会場・周辺.脅やたを神南し 嘆しく横臥します

!とを1
!ととる1

1金‘I

I内

カウントタウン・2旨のtjポーターと人宣'"ィル三乏 勺司ソ飢参加者事墓鎗

ドヨ
E
H妻
、
も
コ
で

r
tい
随
時
仰
の
、
多
を
』

申し込み
はがjきまたはフ?クン、"で色岡野

氏名守齢性関電衝.ササボ

タ 希匂または人文字待望と嘗い

て間*'脅年金.所(苧"ふ8213Y大
路町36-H長，商工会轟負荷4階 台泌

山"伽13 !lf23 ‘S l ~\ へ。

-活動内密..ポタ ニの.，震の"活動開櫨傘.当日

の運営など1:ti1I)Jしでもらνまれ醐人.

・λ文字イル日ーシヨン "月 3川 ll r;~山に量町
A;trl'tっく q てもら "1"-，酬人

"対象一"耐震以上の人(l8il:f<調の人'"思..の同窓会唱隻}
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7
丹
市
日
か
5
8向
2
日
ほ
固
定
面
産
観
舗
市
計
画
税
(
擁
2
期
分
)

tT 

政

国
外
国
人
目
賃
度
障
書
者
と
高
齢

園
者
へ
の
特
別
輯
付
金
の
支
首

《創
m
聞
人
原
度
同
書
量
へ
の
綿
嫡
誕

m
u
e

i
iる

こ
と
が
で
き
な

い

話

人

員

富

官

民

し

特

別

給

付

i
f
--

【
対
象
】

身
体
協
宙
青
島
古
手
帳

l
aか
ら
3

包.

1
1
1
1
9年

IR1日
現

a-maに
遣
し
陣
符
暑
で

き

1
2
L
主

人

詩

集

と

&

り
ま
ぜ
ん
・

@
生
藷
間
関
穫
を
受
げ
て
い
る
人

②
社
会
緬
催
施
般
に
入
所
し
て
い
る
人

③
年
網
"
万
円
以
土
の
公
的
年
金
を
受
話
し

て
、
る
人
{
年
割
M
万
円
未
畠
聞
の
年
金
を
受

信
し
て
も
る
渇

t
i
s
-

ま
す
)

⑥
前
年
{
平
成
同
年
中
V

の
隣
個
"
が
陣
有
益

聖
書
支
給
停
主
権
額
を
紐
え
て
い
る

人
・

一安
鎗
鼠
】

月
額
2
万
円

一闘
い
倉
ね
包
】

市
役
所
置

'e認
へ
・

《
外
園
入
高
醤
者
へ
の
絡
例
厳
司
盆
V

開
民
年
金
の
給
付
を
受
げ
る
こ
と
が
で
き

t話

人

の

stf
Z骨

i
t
--

【封
劇
一
大
正
目
白写
4
n
l
日
以
前
J
P
生
ま

れ
と
自
人

E
E
R
I
E人・

た
だ
し
、
主
人

;
f
i令

。
生
品
川
雄
信
援
を
受
け
て
L
る
A

め
任
会
価
値
纏
限
10

入
所
し
て
i
u

る
人

⑨
年
鏑
則
。
万
円
以
上
の
公
凶
写
傘
を
A
X
総
L

tる
人

(SM万
円
高
の

E主

総
し
て
、

F
j
i
z
Tれ

ま
す
)

⑥
前
年
(
平
成
町
昌
平
副
叩
)
の
所
得
Mr
老
齢
術

i
z
s
i
f
aえ

て
い
る

人③
外
閑
人
重
度
陣
容
積
特
別
鉛
付
金
金
受
絶

し
て
も

f

一支
鎗
割
】

月
舗
2
万
円

一問
い
合
わ
匂】

市
役
所
高
倫
者
福
仏
軍
国
へ

一申
し
込
み
一
量
廃
隊
合
智
お
は
市
役
所
厚
生

霞

E
3
2
E量
福
品
け

の
刷
紙
に
次
の
∞
あ
の

-w期
を
付
け
て
申
舗

し

Tだ
き
、

.2
1要
で
す
・

m
M
外
聞
人
m
P
RM
様
量
明
衡
ま
た
は
住
民
事
の

写
し

③

本

人

配
-m宥
お
よ
び
供
養
捜
勝
者
の
w千

百

年

ZEeEで
き
る

E

2

2鎗
付
金
受
け
て
い
る
人
に
は

更
覇
市
鶴
・慣
を
逃
句
ま
す
の
で
.
銀
③
を

付
け
て

7
阿古
本
ぎ
で

i
o繍
L
て
〈
だ
き

、.
iu 一

山
身
障
害
者
医
療
柾
医

園
療
費
聖
給
責
措
置
の
車
斬

8R
IE

l

成

i
z
i
i
E
 

が
厳
し
く
切
旬
操
わ
旬
ま
す
・

長

し

い

E
i
7月

下
旬

証
明
省
へ

ELl-

2
ら

E
Eに
雪

1
2

i
f帳

1
8
5
1

M

R

A

B
を
縛
っ
て
い
る
人
で
す
・
現
在
」

の
助
成

E
Sけ
て
い
な
い
人
は

Z

裂
で
手

Tfて
〈
だ
き
い
・

た
だ

L
i
i
f

医

!
?
i
i生

i
i
i
i
f
 

の
納
期
で
す
・
納
税
協
便
利
で
確
実
窓
口
座
緩
笛
を
詞
周
し
て
く
だ
さ
い
a

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
や
介
護
椙
談
は

最
寄
り
の
在
宅
介
護
支
媛
セ
ン
タ
ー
へ

舗L-"'-""I川

市
で
は
介
櫨
慢
の
必
要
作
妙
高
齢
者
の
た
め
の
介
護
相
殴
や
必

要
忽
サ
ビ
ス
の
申
請
代
行
な
ど
の
業
務
を
在
宅
介
機
支
援
セ

ン
タ
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

介
理
で
図
っ
て
い
る
人
は
気
軽
に
相
鮫
し
て
く
だ
さ
い
。
電

話
梱
股
だ
げ
で
芯
く
必
要
恕
時
は
勧
間
相
談
も
し
て
い
ま
す
。
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受

げ

て

い

る

人

は

雪
L
ま
せ
ん
・

手
続
き
に
必

E
E
E保

険
量
、

印
鑑

j
t
u
i

-'
問
い
合
わ
掌

合
町
役
所
献
金
銀
へ
・

一
病
浸
家
庭
等
児
童
励
金

里

Eで

2
2
2亡

く
し
た

義

am敏
宵
修

r備
の
児
童
l
t
破
防
金
が
支
給

i
;だ

し

Z羅
生
後
3
か
月

以
内
に

E
2た君。
官
1・

ー

一

人

3
R
二
人
以
上

S
E

く
わ

し

く

は

市

草

E空
・

一
児
量
手
当
の
現
且
届

1
2受

け
で
い
る
人

;
2

4
2
1
i
i
i
 

あ
ち
ま
す
・

こ

の

聖

書

Zい
婚

A
u
i
t

-
-
E
f
i
k
T
 

去
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
予
ま
だ
の
人
は

入植4コマまんが

日
宇
〈
鍾
倒
し
て
く
ー
さ
も
.

く
わ
し
く
は
市
役
所
児
臣
、

圃
県
住
宅
供
給
公
社
田

園
宅
地
を
分
額
中

「
ゅ
う

Zン
高
岡
』

隔
を
相

ト
白
市
町

-
-
交
週

近
鉄
朱
良

駅
か
ら
パ
ス
ま
と
ま
?
分

.
君

主

F
て

く
わ
し
く
は

市
役
所
住
宅
管
環
慢
へ
・

園
保
聾
者
の
つ
づ
る

園
教
育
作
立
を
募
集

え
〈
愛
し
〈
明
る
い
子
ど
も
の

Eに
つ

い
て
の

2
2厳

E
Z
S象

し

ま
す
・Z

E生
以
下
の
子
ど
も
を
号
館

空

'B
専

に

聞

:

喜

Z

生
漏
配
緑
色
ど
で
来
鐙
衰
の
も
の
・
文
壇
は

自
由

'mM帯
。
字
繭
め
原
繍
瑚
催
眠

6
枇

以
内
円
ソ
l
プ
ロ
印
刷
の
場
合
同

MA
‘mM眠

1
行
制
支
字
mm
符
と
し
て
2
ペ
l
γ
以
内

i
z
:
f
f
z
E
 

2
2
S
a
z
-

-
E
1
1
z
i
i
 

へ
・一

小
学
間
入
学
前
輔
の
曹
高
間

1
5
1
1入

学
す
る
子
ど
も
の

E
Z
Z配
し
て
い

る
保
提
者
の
え
め
に
教
育
相
畿
を
行
い
ま

す
・と

e

s
H
U
U刷

W
M
m
E
側

V
と
こ

る

中
央
公
民
館

(
上
三
一条
町
)

'
倫
相
殿

内

9
M見
え
に
く
い
聞
こ
え
10

〈
iu

手

草
木
白
鴎
知
恵
づ
き
が
連
れ
て
い
る

E
Zっ

tし
な
い

l
i子
ど

も
と
の
か
か
わ
り
が
持
色
10

〈
iv
な
ど

--

申
し
込
み

:i
rま
で
も

苦

闘

保

E
{
?
?
;
i
i
 

z
i
--
T・
5

聞
は
後
ロ
謹
織
し
虫
ず
・

シリズ7
月
1
日
3
8
月
2
目
下
水
道
事
銭
安
益
者
負
短
金
〔

鯨
1 
期
) 

の
納
期
で
す
a

.鹿市A権周聞筒奪混凪>>び人纏衡葡継車窓.

一
水
直
轟
水
調
査
に

園
協
力
し
て
く
だ
さ
い

1
i
i
f目

f

i
i
i
i・
z
=

R2し

2
?
?
?ゐ

2
2廃

の
メ
ー
タ
ー

-st

i
--21
i
 

z-fJ-2gmし
ま

す
の
で
脅
し
て
〈
だ
さ
い
・

と
を

7

-ii
!
 

j
j
 

i
!
 

8
防
宇
、
午

輔、

I
川
♀

後

5
時

'

弘
、
川
平
也
什
W
上

一

調
査

ag
-E----R「

R
-i
;
!
 

寓
目
東

2
2
1
2平

鍋

平

E
副
大

z
t
zの

小

学
校
区

高

い

君

"

;

水

Z
T

対
策
視
(
空
一
同
l
亙
三
O
O
V
へ
・
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児
量
享
当

(
3・
恩
来
鴻
児
対
象
所
樽
鯛
聞
か
お
り
ま
す
)
の
血
甲
欄
俗
世
の
早
俗
に
・
問
い
合
わ
世
陰
市
役
所
児
量
隈
ヘ
・

一自
衛i

;
;
;主
要
JA

ど

iし
ま
す

【

-z-a副
包

厳
重
学
生
一
般
曹
舗
網
学
盆
曹
恨
柵

士
一

一等
纏
・

m
gま
と

e
8月
2
目
、

9
M
m日

防
衛
文
集
俊
学
生
防
衛
劇
科
夫
学
般
参

生
看
昼
間
単
A
豆

と

e
9月
N
白
、
防
月

日
日

一受
駿
餓
国
明
会
】

療
血
中
小
金
・
2
z
-
m
A軍
大
嘘
畑
町

)

と

e
7nHR刷
午
後
1
時

4
時
事
+

伏
見
公
毘
館
事
車
等
級
審

E
治

・
悶

-
T
ム
固
】
と

e
-7H明
日
胸
守
後
1

崎
、

5
時

〈
わ
し
く
は

n
E
2
2
*
E

A'ニムハ
l
五
O
一
玄
)
へ
・

催
し
• 
教
室

-
青
少
年
児
量
会
館

圃

干
却

myeホ汁
街
ニ

oo

-

-
一一
丁
杭
C
↓

E

1
2
2
8
7R昔、

i
H
i
f
F
t
h
n
 

z
q
s圃

'Z
4
?
i写

生
何
人

賞
係
み
揺
.
.
 
報
賓

と
を

7;;7nun
l!

8"幻
自
の
毎
週
土

曜
日
・

5
剥

--
定

員

午
前

9
時
平
i
1

日
時
学
園
小
学
2

3
釦
写
生
却
人
・
午
後

ー

?

3

?

本

1
6
2
m人

夏
の
亨
ど
も
祭
。
と

e
?月
M
G
U
側

午
前
9
時

T
ut
:

E
小
学

生
船
人

V
内

am
ゲ
ム
ア
一
一
J
I
シ

E
ン
映
司
ク
ラ
フ
ト

【
，
加
利
一

い
ず
れ
も
傾
倒

η

【取
し
込
ゐ
】

は
が
会
に
喝
g
E
微

鏡

住

所

氏
名

z

i

z

i
い

て

i
i
I
H
-
-可

・

多
い
翌
四
は

2
・

園
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

圃

守
悩

C
西
木
辻
町
一
憲
九

二

四

.

異
丁
一量三

母
子
窓
鹿
の

「夏
体

b
eと
写
の
フ
l
ル

の
・
い
』
と

e
sn8日
州
・
Jq
補
決

行

--
と
と
る

命

auFリ
l
ム
ラ
ン
ド

5
3
l
'S
S
E
t
 

t
j
l
t
F古ゲ
lb
E

員

母
子
家
庭
の

2
2
E
Tで)

劃人

，
，M
樹
齢叩

権

"

'
由
明
し
迅
砂

誌
は
が
き
に
語
母
子
の
氏
名

E

‘
砺
舎
u
?ル
嘗
い
て

7HMm日必
場
で
問

セ
ン
タ
ー
へ

-t
署
員
宅

一
第
四
回
古
市
つ
子
畢

z

i

?

?

i

 

E
担

T
t
z
i
Eと白

?
"
を
め
ざ
し
た

Zの
?

し

て

古

市
男
虫
館
主

主

市

Z
E
書
法
百
A
M

E
軍

E
2
*
?占
と
な
も

7

ど
も
も
ひ
と
つ
に
会
つ
で
、
」
を
メ
シ
チ

ー
マ

4
T
1・

と
奪

7
月
ゆ
目

ω午
前
向
略
字
、
午
後

A
H
u
t
s
-
4
・

i
i
j二

L=oOE
E
e附

E

E

00年会館自主事業広う 1

波春夫

~芸能生活60周年記念~「華員特別仕測

聞奈良市文化仮奥センタ 主催

鰭川幸雄演出
王女メディア

三 四 耐 回 年 前 の " 月 10日欄台間み

その後 テイテクか§敵手デピュ .テイデク"

奈自が発得の地であり書 庫乞這"周年いわ g週

Eにあたる.念，べを日に 甥ニのふるさと奈良の

地三帰り 椅別公演 を開催.オリジナ''''大ヒット

即断を同日配/t;taちるステージをたっぷ

り橿問II!b'ttifT.

!と 酎 '"月日目舗が午後2時

lところ， ，量"，00年会館ホホール

{入喝桝1SSltl 0.000内 '" 

7.00。同 A席 6.00

0阿，席..000円

7月間断制時から

2・幽. 働 11*11が突しくも民事か忽く錨くギリシ

ヤ 問 削 メ ディア蜘間三I!!TJM:JI.1iI
~"でσ港'解明砲事をしみじみと."よげる主種歎
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!と を1IOIlll日切除干後6略字

!とこるiなら IOO!f-会範大ホ ル

'A・科， ""町9.00 0円 SJl7.S00門

AJl6.000同 B席 4.00 0円
ンーJ ズ席 1.500円

'"阿倍肝即時から {羅圃.，，.売買鋤1

Iλ..聞，.・F肝， ，ら '00年会館史際文化<，夕 、企らまらセンタ 丙.出健所在邸側婦問肝チケ y トぴ.

(宵06-6363-9999) ローゾ〆チ，ット(曾 06-6387-19()O)，竃筒予約は なら2ω年会 館チ

ケット向 ローゾ川，ト"t'. ~"' I (畔会鎗の電話予約 li . 1 11附日目 9時から開始

[Jlllt 1倉"'討 会ら間存会館 (三条首前町 ft3~-O 1 0 0) "'. 

似し.M~" 111 



四 棚 倉71-1017 東部出彊舟n93心001お知5tt・酉.. 出孤高包44-1001

主

催

し

物
コ

ー
ナ
ー

-
22

2
2
2
2
2
K
7
1
マ
ン

ト
リ
ン
侮
の
演
業
全

日
目
U

凪
紐
と
ば

し

ピ

J

ゴ
ゲ
i
L

鳴
健
広
パ
ザ
1

S
L鞠コ
17
・

園
東
之
阪
子
ど
も

圃
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Z
E
E
-
T型
車
念
し

で

児
毒
菌
に
つ
い
て
の

m
T時

:ー
!
・

と

e
7
H
muω
午
前
向
脇町
、
午
後
4

m
vs
i
i司

ミス

タ
ー
ミ
ロ
ル
の
マ
ン
7
ク
シ
賓

l

グ
ラ
ン

ド
吻
Z

ブ
ー
ス
ト
1
J〆
の
パ
ン
ド
演
舞
な
ど

zi之
怯

i
l
e

-
-
下
八
二
三
)

〈
わ
し
〈
陪
同
館
へ
・

園
西
署
警
の
家

-

T
L百禽
・
干
白
九
1
=
一

圃

E
凶
一i
一一二
五

一

文
化
鯛
畠
と

e
7月
9
E
働
午
後
1

甲

i
t
ze
?哲
人
権

Z

J
!?，里
2
3
E
H

i
!
?-i
 

i
i
f
BEE 

fi
県館長

f
tの

雪
商
工
官
積
書
円
夫
婦の

E
E

i
iz
z
vz
 

z
t
t
zし
込
み

不
毛

噌

1

日
夜
綾
会
渇
へ
・

一
書
キ
ャ
ン
プ

白書

i
i
iし

で
社
会

生
活
副
総
を
行
う
「
h
m
釣
am得
児
穂
子
療
宵

キ
ャ
ン
プ
と

E
4
3
2
f
:

7
月
四
日
降
、

富山川 警告し げ ifA佐川富寸判長tM M と Eまプ

れ 匁122む ド 22べ句 MS平バ ・7Jigii Erz)HE -主

11iFiijFijiiii!i?li2L i;Hzii11iiEi; 
多 7合主君主E，γ 月 E E告fZ tいォ も前 へ証逼ま守軍 高会員自孟 X 

ijjii!11iL1j!日jR!i!日立
役Il l:t i:"~~最小 宮司圃医;"'..:..， -II"! ，-'-qヲ 見 " 1日と 自修 医 ・ 吾 き

水
遇
税
金
口
座
銀
笛
日
で
す
・

亨山..術畑町6川-， 
.. 22 - ~ 品 I1 !1122-9司'"館術美真写市良宜

方司E川〆
念記賃貸峰

崎

J

?

"
家
E
E

九

裏

目

即

刷

閣
官
恥

附

潔

引

削
船

7月か5の震示

i
 

・
照
舌
掌
土
問
p
b
a
m鮫

白井報提氏"目与の民

家を燈句続けでいる写

真家で約"年にわた

句 北禽温から沖縄ま

で豹2looffを撮彫z

日み伺木造健司馬の人間

.あふれる観しみや寸さを感じてください。

明

井よ憎進「自然、入、庭史の則
一位界週樗奈畏を見コめて

自月四必~開明日l

調

i明年"月 ri'i lIi紬
が回世界遺産に

ました .奈良を

見つめできた井上滞道氏

l点の作品には fI 
一、人左歴史が作り /"11

「世界遺崖とは例かjを絡りかけて

E
Z
 

入江襲苦「空色煩色」

7月3日之ト包月"包囲

受" 入江4帳台の作品

の'1'でたびたび重買な役

割を果たしています そ

の表情の変化i よ。て

闘唱さ川畑崎

妙に."ることを人iIl!

感じ取り い'"ん魅力

的会陽聞を切句取って作

品にしました F 大和路の

風駒と壊が奏でるハャモ

ニの突を提示します
平穏京大鐘岡

【聞 1午前叫刊 5if ()..鱒"午後4附 ，で}
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7
月

4
a
E郡

7
月
刊
目
録
画
"
の
予
定
で
す
a

『人酎一人ひと開制Jをテーマに醐 奇

書闘会と市問問鍍育訓医温協議会"開告if'V.8ごろ

実に怒っていること 懸っていることを出し翁ヨゆ

で人積ということにコ川て考えまし..5.

に機戦しようー

夏昨日明日った平問につ

いて楽しく学んでみま位ん".契僚に男て触れ

て学びます.そUで平沼胃を遭った当"の緩

衡の ー~耐を瓦作のを岨じて体厳します.

"縫宮績で発綴見学と瓦作り

1・耐}闘 会 場 へ

l研修方議}小グル プによる障しれ4育

1日 時!各会渇止も午後7略、9防

【飢1曾わ曾I，市役所社会保育課ヘー

組ゆ山 切1"

I内

【と剖 ""附ω午前何時一午後4時ごろ。

【とこる】 平総省勝資終飽(近鉄西大事駅北口から東へ徒

椴豹'"分。パスの渇合は二条町ト司区)

曹1発錨波渇厄.と泰良時代の"思表iよる瓦作り。

{閣の渇合ほ瓦作りのみ}

【度同】小砂 5. 6~-ιgラ疋.と係ø:'f，2S組鈎人

"時期l無料。

I持ち檎】弁当 水筒 タオル柑7・a記周.など

Iその他】 拓れてもよい.. スニ カ <ど予慌の靴で

多箇して〈だきい公共交通院喝毛 利期して く

f~ 各い。

【・し込み1往復はがき1:.iH野 規子の氏包 子どものぞF
続名 ?等 保提4骨の年齢 電話.号 7・貧富

E害時河問 と . 、 て 7月泊目まで{市役

所世界遺影室，、、多、場合は備選



1乙a出廻所管71-1017 " .. 樹夜開n93-0001 お矧S包・盲鶴崎酒席n44-1001 

国
防
災
セ
ン
タ
ー

.

，勾代ハ
・尋ム凶an額一

圃

台
一一
千
=
2

g-手当・mm
・-

-e段、‘556S事

圃・園町
」』

‘ι

の
正
し
い
姐
-
e
E・・・
F
邑

i

i

i
 

i

i

i
 

-
E
I

H
 

S

-
M
回

目

m
m
日
闘い
ずれ

l回
目

a-午後1盛
岡

tla・時

・・定員

mm人
--

E

S
そ
E
E
Z
の
i

'
隻
舗
相

鴛

m
'由申し込Le-m副司会

実
血
の
前
固
定
で
ふ
防
災
セ
ン
，
へ
・

-
じ
‘
畳
・
グ
ル
プ
.
，
の
要
簡
に
官
時

じて術a貝ι幌遣しazすので聞もAwh

ぜて〈だ暑い
・惨.，.

得
樋

Mn-"の写利
av健保体睡眠

《柵火

-
a
・
&
n
凪
・
a
a
}
ι
電
通
じ
て
正
し

い
E
&
・
2語
4
2
1

"・"・
甲午前
9
曲司血干、午後4時
4

・・λ
-
mv鍵
一時
・
聞体制mのみ要予約

'始時鎗旬

m・日(凶慌日の禍合Uその

z
v
a
q
 

園
市
民
主
化
フ
ヱ
ス
テ
イ
バ

園
ル
出
濁
者
募
集

;
!
?
i
 

L
て〈
M
g
い・

と-einnmuω

同日側

--とこ

る
E

z

r

:

i

-了

u-

-
開
Z

S

E

岬

-
e
ど】

an梅

【噂
一τ
随時
・
尺
八
な

Z
E
--
Z費
7

4

・r

ど
V
R
《
耳
量
2
1
1
2

その・

《構
創仇ど
)
.，a申し込み

市

役
所
玄
仲
笛
興
a
・
a
A
付
け
の
刷
畿
で
7
R

mmu--で』閥復ヘ
・6
q

・
6
w-
開体的

z
u
g
e
Z
の
E
2
2

入uvae.
、.R・幽m・Mでsaぜん

o

，

い・・usnhauuwに骨錫門で会開

槍週

--そ@他

山m-眠時間は悶体

内

S
A
U
K
-
悶AW
個
人

-4人
以
下
》

s
'・会
場旬hnの組問周臥
"は
無
"・
た

f

a

s

z

z

R

E

 

i

-

-

2

・

;

E

E

i

へ

園
怒
-b
チ
エ
ン
パ
l
オ
l
ケ

圃
ス
ト
ラ
演
奏
会

1
1
1
?
告
し
て
も

ら
お
1
2
L
2
2
7
パ

L

e
f
t
-
-

と
e
-7nu日
附今後2時
ap
--
と

S

5

2

3

1
2
1

一

T
目-

-・λ

・騎
V

同《
n肉
S
1

E

i

j

!

 

士
見
終

vg
そ

I
I
f
-

--歯周「ヲfgnの儲・」序・LEvmm

7
1
T
E
-
-
z
f
z
k
 

v
m
ペ

lトーヴ三ン
・交
'
a
m
3

・蜜ホRR周op"「集・・」

vm
'

a・7・‘‘飽きん

--
圃
い倉
わな

市

役所支仕筆興鰻へ
・

園
写
寓
美
術
館

!

!

?

一

-

a
7
R
一

同
T
E

E
i
g
コ
ン
パ
ク
トカ

メラ
廠
軍
』
と
@
楓修
・8
M
l
u
ω

i

i

i

i

 

l
i
z
-
-作

a
a
・
a
n
-
-
日
明
午
後
2
時
4
n
-曹と

7
R
市
臼
3
8
月
2
日
除
園
民
・
康
保
険
料
-
m
E
m
分
の
納
期
で
す
・

とる

E

=

z

盤、昼寝火曜町浮処-a

司、vd臥
目

;
!
j
 

i

-

-

a

i
 

z
-i
l
 

i

-

-

a

J
 

子
"・・凶NA
v---
￥
aaの山伺AW刷

i

vS

7
F
『
コ
ン
パ
ク
ト
合

i
a
z
a
子
で
2
7
R

i
--
4
・5

コν
パ
ク
ト
脅
j
'
i
台
と
レ
ン
ズ
付
S
7

4twム
B

台
フ
4
ル
ム
ほ
ネ
ガ
カ
ラ
1
7

4twムまたMそノタロ74ルム(宙定

リパe-wam74awム凶不何)
・
災遁・

2
u
i
f
〈
だ
さ
い

f

言

語
2
8
6
2気
信

電

喜
妙
・
4
2
子
ど
も
の
S

'

z

z

a

p

-

H

S

 

U

開

2
4
-
f
・p・f

f
司

園
名
勝
大
乗
院
庭
園
宜
化
館

.
，S
3
-
?
 

-

e
函

AUHmGハ

針-§
まちの
E
・e・『療-m湾檀」
E

2

E

i

-

-

i

F

 

旦

れ
て
い
る
コ
匠
の
鎗
」
を
鮒
介
L
て
い
〈

『仇&笥ら.重g，色句勺一の
E
圃製.」
.第'6雄"揮として畠傑常良

E
E
の
E
文
き
繍
型
な
i
:
す
t• 

と奪

7
R
6
U
側
、
8
ns
冒
刷
午
.

A
-
=
A
A
2
7
H
n
n
ω
 

u
s
v!
 

-zz贋
作
品

Z

-aa---m-RW'MRAgがHe--7

生

2

2

・

2

E
自
i

す
・

と.e等

"n"Hω
伽
wI‘
、
幻目陥句司nu皿加W

 

u
体詰f舗智目:
';さ;
=i
ゆ

E央塁公
i量
z

一=t
書f!

》

;i

'A

R

i

.
1"目は

月;E
一7.人A2瓜
M弘M内
.
.
 
餌
m竺一二-...
 
A小小乍働俄毘酋鮪m
一

.

.
 曲ψ干，金、.
一.
.
 
，a圃帥峻院b火入.'子舗略噌の

a‘冊字.''悶
.
.
 
‘凶俊u久宇生のm仮恨私凶&a
 

ぴ掴‘禍
e学
炉
低
名
企
食x
乙
'

'.量

文
.m飾太
陛

.貧R
《.貧鳳帽伏執A禽胃
司，，プ、バMツ7ジ-ほ
か

--

幽

g
E
z
-
-
S
E
h
E
z

m
例
・
修
z-
m伺
毎
回

1

次につ鼻、調

円
--申
し込み

mnMHまでに出品

"を謡えて市役術抱温帯飽へ
・
BR送も可
・

4
L〈

U
E
t

園
育
轟
大
海
・尾
道
市
の

園
子
ど
も
た
ち
と
4
市
交
活

Z

E

i

s

a

z

i

 

i

s

s

!

f

 

t
e
f
R
a
s
e特
i

"

し

!

?

f

?

A

8・す一と
e;;8MM附図
側、
日u同
・
2am3

日
:
=
--z

t

z

U

2

7
2
2
b
品
1
e
t員七

ン
T
-g

S
セ
レ
モ
ニ
ー
爾

k
e
の
文
系
・
旬
体
酸
「
省
・
祭
A
の
量

.，遠慮』見学宵・・占代体取タ，ヲト

A
・
2
7
1
1
ン
プ
1
4

1

E

S

E

-E

i
 

z
入

手
し車

はがきに住所

買
Z
筑

2

2

2

E

'ゆ

「4市会a・像符貝
』と
膏いて

i

N

Z

E

i

-

-

多
い
.
合
U鏑
a

--その働市

7HnumH

i

i

・

L
t
u
Eへ・

凶 |繍山川

園
保
隠
み
"
惨
さ
ん
の
保
険
制
で
さ
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す



二島大路甫一丁目，.，・a時'5ぜ〒630-8580市役F賢官34.1111ω

l刊 引 川ん 曾6'n~τZRHれたの 日 目めら ー
へれ自警tdE司AH fi証26露首TZizS15ii毒自

小河2??iiiiifがil・3221iZV県

ールIi!?!すはEm 氏 ha品tq主題

1!!;i:勝亀 有!jj!i;!iii;i!id
;22?E 官官 7ii;iiiliilijifi 

ス
ポ
ー
ツ

一
ス
ポ
ー
ツ
富
を
閑
股

'
m
U
5
日
網
開
腹
及
び
一
般
開
叡

A

吻
央
惨
育
館
A

譲
彊
町
)
V

と
e
-7
H

m日
匂

乍

俊
5
日
網
開
敏
{
小
学

s
e

4
7午
蘭

9

草

tHq{受
付
は

午
鋼
9
崎
学
ま
で
i
R
a寝
A
M
渇
ヘ

コ

一
般

開
銀
a
咽
午
前
9
崎
、
正
司
午
後
1
時
i
i‘

時

一

言

i
9
1
1
i

i
ち

・習

5
・
Zの
あ
る

人
隠
神
島
，
し
て
〈
花
き
い

-
そ
の
他

昔
鮪
ン
A12目
し
て
〈
だ

t
・

2
7
3泊
au使
用
で

i
t

ー
値
上
嶋
監
〔

iv
と
を

7
月
四
日
間
乍
箇
9
時
、
E
午

司

後

1

時
、

4
V僧閉
盤

上

控

夜

て

き

は
無
し

)
vi
l

必
ず
使

用
し
て
〈
ど
さ

lV
母
校
の
ク
ラ
プ
橘
動
は

f
iん

@

【
問
い
合
わ
帥
U

】
中
央
体
e開
館
(
禽

一何

?玉
O

}

へ・

一
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
割
室

小
A
F

生

を

対

象

ス

ポ

I
ソ
般
車
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の

;
i
i

樽
喬
飼
)

M

U

聞
き
ま
す
e

と
曹

7
N
計

四

川

初

日

開

怨

N

ω
背
欄

8
2日
開
の

5
日
間
・
午

前

9
時
i1E午

V
と
ご
る

六
条
小
学
綬

体
育
館
九
六
条
一

fu)
'Z
T

i
;し
;

は

が

き

民

住

所

電

学

2

2
電

見学会設夏の施
立止工主i立i盆主主

間芸作りとプラネタリウム
毎日あたり衰えの

ように出でくる水道

の水どとむらど

のようにたどりつく

のでしeう0' 水の

ふる"とを知ってい

豪，か.

8月 1日b'S78
の「ホの週周jにち

.み F告と水資事開

発公包が棚きま..

書日公使館と東歪γ4よ民:ml'J:I!Iをま..

1 2 0 D制歴史の目制問ねて軒吐

に駅けもの1~(t砧し開晴し鵬町で

fプラネタリウムJを貸しみます.

を11月，"持、前8時"分i返IH持良.噴水

前集合 γ後6略解散予定

lとこる】宗胸h 'f脅楽町 加茂町プラネタリウム館

【定員j小中?司と偲It(，90人

，..科1剛 e げ酬としで人人l州月中性

1刷山1剛山河内

永タリウム観覧科などL 怯食I!j持，.. 

1・し込ゆl往衝はがき』住所氏名年前七，. 篭

2前番'tk・ρ て

;(I~長崎風位で ;}I

1 .j 1I必掃で憲 H

公民館(〒""

"'川南京終町

丁目 S6 -1 

【と

!とを11月'"保守前9時半、午後4時半ごろ

"・合1'fi・9時w分市役柄，陽小ル

lところl比奈知タム 布ログム 緑ケ丘冷水省島

I定 員Iw人(防学生以下'"軍複符同伴)

l持ち物"件当水筒鰻記用具会ど

1 ・レ込" 往復l:ffi~I:*加密全員の住所 氏名(ふりが

な} 年齢電醤.号を・いで 7月1511必着

で市借所広縁公園震へ.多い場合'"酋濁.

o Q 0 

0" 

"62-225 

"へ。



北部幽湿原宮71-1017... 出強所倉93-0001 お知Stt・酉節目M護所信44-1001

f
f
f
g
S
E
 

i
-
-
i
i
i
 

i
2
'i
zの

で
き
る

z
i
i
i使

用
し
て

〈
だ
さ
い

高
い
舎
の
な

問
委

M

Z

屈
さ
ん
面
袋
小
争
校
内

包
二
六
上
天

罰
七
)
三

一土
厚
い
こ
と
参
雲

と

e
7月
凶
目
樹
、

同
日
側
半
前
6
崎

、7鴫
'
と
こ
る

剣
道
目
中
央
武
温

鋤

柔
道
・
中
央
修
二
食
遭
幼
な
ぎ
な

i
E修
二
惨

E

?皇
室
渇

i
v
f
i
z
-

-
対

象

小
学

E
t
-
-
B
年

品
目
Z追
っ

て

U14
・

申
し
込
ゐ
T
A
隻
・
当
日
各
道
場
ヘ

'
聞

い
合

be:gZ24
2一石llh'

-

h

一
三
へ
・

園
平
堀
膏
山
雪
J

ル4
0

-
7
月
旧
日
か
皇
利
用
で
き
ま
す

i
impi-* 

!
i
i
 

:
7
川

mgh初
“
は
午
後
1
時
1

1

4

時

半

72?1到
日
午
前

9
F

午
後
4
時
半

J
H時
半
1
午
後

it

市
川
畑

e

・
v

AZフ
1
ル
V

銭
信
5

7

2

1

ス
)
フ
ァ
ミ
リ
ー

:
i
;・

4
T
i
z
-
-
i候

型

E
t
i
i了

ni

s
i
-
i
f
g
 

行
パ
ス
「
右
京
小
今
悦
前
」
下
車
e

後
場
S

主
宣
言

f
1ん

【闘
い
倉
b
ぜ一

同

プ

ル

(

倉
乞

↑

四

一
。
さ

ま

た

は

市

SIt
z川

面
一一

E
E
-
-へ

・

《
情
山
フ
l

ル
V

畿
処
刑
(
お

m

7

コ
l

王

宮

周

デ

ー
モ

青

山

子

H
(青

山
住
宅
里

H
パ
ス
「
青
山
二
了
U
」
F
宅

ま
s究
ま

た

は

i行
パ
ス

「

Z

飯
」
下
噂
・
後
雰
防
分
v
・

-闘
い
倉
わ
往
日

開
プ
I
tN

九
九

JC
へ
・

フ
ー
士

宮

{
信
二
ハ
l

刊 一i.+--~-t

明明l ~ • 4ト A 

4ト修

16?lIE白人l

(-e)
①
一
団
体
は
副
知
人
以
よ
で
賞
作
者
1
0

4れ
た
も
の
軍
人

i以
上
中
学

生
以
ド
③
ロ
ッ
カ
ー
代
l
園
初
円
@
小
争
宅

以
下
の
子
ど
も

i
-
E警
が
裂
し

て
く
だ
ち
い
・公

民
館

各
八
良
型
号
、
日
し
込
み
は

往

復

は

が

き

に

歓

室

名

住

所

氏

名

(
ふ
り
が
会
)
年
前
(
学
年
)
電
語
信
号

A
L
t
i
-
i館

へ
・
は
が
き

A
に
一
人
1
飯
室
。
多
い

地
合
は
繍
還
」
長
"
は
不
要
併
特
費

目
首
位

a

-
=
一宜
公
民
館

-

T包
T
u
r
求
膏
耐
子
白

E
I
-

-
Z
一寸量一五

個
別
警
の
パ
ソ
コ
ン
喜

初
心
者
五
象
に
パ
ソ
コ
ン
に
ふ
れ
て

少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
聞
き

ー雪自衛各， 0 後午ス ドす， . ， す慣 習T1
1fzii雪dfi;fiFiih?iH訂富11f-E1inf-
Tf:tz長予谷tttdMztii22 52益?品jltis;Jii 
itj4f i言明prinz44722泊三踏t，品 HZE嗣品
ZEE:i申iz J町 L M γzth 
;告げ !?選f!??白 iiii :i 

切

0
1
1は
が
き

1E
a
z

貝
の
氏
名
を
書
い
て
〈
州
に
さ
い
・

圃
富
雄
南
公
民
館

.
，一
定。e
a
O一
l圭
一

園

田
四

i
l
-δ
穴
六

重
機
み
調
子
自
然
観
興
一
線
宣
『
川
@
集
を

も
の
を
さ
ぐ
る
』

と

e
7月
初

H
榊
午

前

aw--K1後
S
符
A

パ
ス
拘

m}

-マと

i
i
z
s
i
 

大事
与

2
5
2
ly
f
・

2
E前

中

E民
主

T
S

E
M
観
'銅器
0
1
2

園
伏
見
ハ
ム
民
館

-
t
i
z
-

-

百
十
九
八
六
四

大
和
の
白
川
両
泌
を
歩
く

A
P
A
R
T
E
V

万
葉
の
古
よ

12226と
け

込
み
般
に
も
隊
ま
れ
て

12川

飛

冊

目

川

な

ど

の

高

ztE

し
ま
す
・S

I
T
-
-
E
S
A
 

T
-品

-富市
;;
i
A
(
I
N

n--凶
胞
を
傘
〈
，
に
め
体
力
向
舗
の
あ
る

人

izi
!

圏
修
弘
さ
ん

-・
・
@
旬
。

7
M
M
E-

-
i
 

圃
平
械
公
民
館

-
J
1
1
 

・2

四
八
十
三
五
七
八

夏
隊
一砂
子
ど
も
雀
回
線
車
と
・
9

7
阿

1
2
i
9時

T
H
e-s

園

7
S
4
5
1
5
h
n日
の
3

-
ER
222tz 

mu
人

.，
綱
め
切
り

7
月
日
目

17
1
6 肌川崎



-ごみの分宮川支舗にと筋力を

ご
み
は

ご協力を
ごみの減量とリサイフル

ごみの分別収集に 決

。

-bれ
た

日

決

め

5
れ
た
渇
所
に
出
し
、

み
ん
怒
の
ま
ち
を
興
し
く
し
ま
し
ょ
う一
.

3
月
忽
臼
針
』
実
施
し
た
」
み
の
分
別
償
織
に
つ
い
で

u
m
BRの
あ
答
さ
ん
の
ご
環

解
と
ご
幽
カ
で
傷
。
定
翁
し
て
き
畠
写
し
た
が
ま
だ
分
別
の
仕
方
に
慣

nす
に
戸
盛
い

を
感
じ
亡
い
る
人
。
い
る
こ
と
や
収
鍍
闘
数
や
限
集
方
途
忽
ど
を
検
肘
，
る
必
要
が
あ

;
2
1
i
i
z
i
i
 

E
z
-
-
i
Eて

一

人

i
i
i
b

自
に
慣
れ
て
い

2
2
2く

1
1
1
1日

て

い

E
E
-
--

と
の
期
調
。
み
忽
さ
ん
な
る
た
く
さ
ん
の
E
，
温
老
い
た
だ
い
た

「
そ
の
憎
プ
ラ
ス

i刻
」
の

Eに
つ
い
て

;
?
hまで
の

2F
1
T
i
E

る
と
と
ま
た
一そ
れ
に
伴
コ
で

「重
野
置

と

『関
や
管
芯
い
ご
み
」
の
眼
鏡
目
窓
貧
の

!
1・

・6
丘
、
ご
み
の
凶
し
方
の
マ
ナ

向
ょ
の
た
め

-eシ

ル
ぞ
周
い
て
周
知
徹
底
ぞ

図
る
と
と
も

1
1・

こ

nら
の
実
施
時
潮
に
つ
い
で
惨

し
く
と
臨
カ

E
n
--
i
iく

お
哲
也

iの
で

V
蓋
塁
思
〉銀
(行

-41
 

2
1一
i
i
i

一Z
Z
E主一円

zta

E質
会
ゴ
子
園
高
子
同
白
二
十

一円

・

22三
塁
町
二
万

円

E
名
五
千
同

・
肩

書

(
紘
之
庄
町
}
お
も
も
av
自

.

，
米
山

f
T
I
E
R
-

2
EF
t
-
E二

了

目
)
次
須

・
智
院
採
種
{
山
砲
町
v

↓

百

・石
川
書

f
Z町
)
千
七

百
九
十
九
門

'Z良
{
左
京
子
H)

1
6
1;
i
L
 

早
:
よ
一

Z
I
-
-

円

'z-K空会
1

目

・

匪
包
玄
千
二
百
土

:
i

a調
書

会

哲

'
Z
ス
コ
閥
復

良

自

目

E
-E
h
a

町
)
一
方
門

・
な
か
よ
し
人
催

一

日

I
h
J
Z
g
亙
千
九

;
i二

i

i
;
i
;
7プ

リ

17
:ト
企
画

m
l
d
o
r
i

F

三

t
i
lez
i

E
責

'W
Z子
長
町
)

i
S
E
i
 

-
-i

i
十

百

，ふり
!
?け
2
1
1プ

f
i
z
J
E十

円

E

Z
一
万
一
平
九
割
二
十
四
月

1

2ノ

z
f
t

指
定
寄
付tidふ

れ
あ
い
の
金
三

A

Z
主こ=一

i
i
i

zz雪
償
協
会

三
万
一
予
言

平
七
門

組凶M':'H 118 

. . . .ー・・ーー.. . . . . . . . . . . . .目・・・・・・・・・・.. . . . . . 

:育会いドゆ た い 新 う " 弓Z : 
:肇んい J かた いしれ< l.r : 
?みだ 脅 をみにいしのほ と : 
:たかだド歩の お"ぃ家 ノ tI : 
:い J いにいくなだ 、 σ1 : 

jE ドたrz 2 詩 j 
: 〆 だ か ー :• • • • • • • • • • • • ? 相 :
8 奥和 :
i 図小 :
i 将学 :
: 也校 i
: さ五 : 
: ん年 :・ .・・・・ーー・ー ・・・・・・・・・・・・・・a・・・・・・・・・・・ー・・



お矧5'主・F有健所 n34-1111附〒630.8580 二集大講葡-T目1-1

l健康のコーナー
-fOf..l，l'¥T.:JII'一一

保.色，タ 亡条文隆醐 丁目1.31) o34-1111) 
棄民.・R肝(三条大徳商 Hll 28 n)4-111l) 
箆合..検蓋包Jタ (総ホtl519-5 oJ3-7876) 

"人保健法 1:.づ'"人健康相橡会の也固さん tI 0 7 .・ ZZ-8~O 

"へ...:つt て悩みのある人IHUILτ
〈ださ，"同品剛醐坤山

什制4時"".1'.刊しま寸

・とを ; !121島川俊l削、岬 ，

ととろ 制刷所 同 象 咽以上の

λ ，.い帥… 闘で市復帰陣岨認

へ.

ーー掴_.--~-~~
師事唱醐.廿

同 ."")1刷出入(同IJJt<1 ・

蝉剛…写 l同 岨 酬…，，-叫は

叫 7畑仕品川向島根

同蜘川棚{吻 L込坤岬し帥}

叫 帥 闘 で7月刊日付i: ~J IiIi'f

健剛造際、

園周 酎醐午前哨ト"陽学

-叩 輔の結果叩叫U

All， T"<?~' I 蝉印刷L します働

8J¥:{oどで岡婚の検事..受.，れた入'"

受惨め1腎UありませA 室企 4見合情e
ゅの人 Atけ附射止人情酬.

凶 d 人 " 抽 底二闘して〈臼L

m"';='-:.;;0..';，.11.1晶.

経11' ，泊両量 管.で悩んでL る幻切さ

ん M ・t糊してH 引 か . 酬

が偶"すので気憐t利捌ιて〈行各L，." 経. 幽直後 1・F来週簡の.1'1'，.皇

制 日までめ衡問 岬し帥 母子手

.と・・併医師会.'開書ます

同 崎貴裕 一咽以同酔健康弘(1;

子町失脚叫叫可)，11¥.-岨の

.笹舟の人11<C:.撃でSまぜん ・とを 9 

月"υ和iE'f-午後・野手 ・とζる '

a拘回毎食・ ，.し込み はが暑に住

所氏包"ふ"が"司"齢1I1l"， .主宰月

岡 崎 同 い で 811 '"回目l醐 約

〈町1 回目闘いい歯の一一吋 守

制・H トて取町置い醐酬仁行 l榊糊d 町一了119 Z Iへ ・風、

，醐"" 釣Ll'I$IIIt-t"。て〈だ l倉同 開 会 的 附 品 1..33-Og6 
仏(目.観"'組制聞の肺門 I "へ

および4月上旬金除く 1予約，には 温姐

.と予惨事.子健康，慣を得。て 子ど

t."，..lttl障のよ〈れかる人が岡山， I耐 固臨幽酬 に…-rll
だきい l奈良..司降 雪 3‘-lZ231 ・..

週四批 いと.けら叫ぜんので事 l間 内保イ酬 ・岡 崎鋼…削

成，年同凶日開時入肘 ."'.111 I曜日岨混同午後 1時一 7同酎'"午後

暗闘の届 叫 い 人l川間....UI'" 零時ト 6削 同 2 ・n午後1嶋一

造錨してくだきい 聖観6陶 I*fm午後。~，，--翌酬 5同事}

_/!'1"1:I)酬を受ける舗に n1M' 111: 'f- ・岡 山 町 {.• .:t.kJI陶←γμ

どもの健置優"よ〈民んで受けて〈だきい.

『間酬 と子ど''''UJ叫ってい

E:: 'i' ~'I・・・IEJ・

-壬・さん伺土で穫しく過ごしまぜんb

，m院 予定"が"月で康聞として4

園 " でH 剛恥入 ・eレ帥 4
f置はが~，，!['野氏名年前電信書"
川予定!J.r俸制室J"JI!~型炉て
7 1119111 t'に市..健康増盆昆へ 院L
当1ft'!祖温

S月

とを 一話

E 一一ー・，の予防機信金.別1;'"でt"，Iマ 鑓

幡併4・U哩約で寸

事帥樋
対.cテ

今月量正す晶子 問戸r子

同槽K調合 干草川31117・2語日:月zAfkfate予l 
寸干醐 '" 1>'，<') f 地 Fi 

‘し州【札的 1;川FaaAmmN.-同aA鳩.州;1.1 
中庄l~HII 月
生まれ町f

生:aa 脚れM 内I R 岨しん

-~_..':".豆町一一
倉併医闘が相畿1:1e:.じます札舗や傭 lますので母子四千領時刊岡0-'

信時 fしでもい M 週 四 時 行 し

..渇入a・などおロt周するt配ご. Iて〈信者"，

~ <:;l! '-' 7 川町1I ，~-Z'f ~ I:: I I崎町

こる一保健セ〆ト 州.'ω臥~-.， ， ~日… 7月，日府削除5・， " 

園三副.'..，_:=-咽=・

E1" .-r.，~.&P.I::III';"'<< !H，'l ~ 

U ごろの/!(1-_i~"'. I乳配ーれからは

えて〈る朱久劃 i引て事l('1'11で

怠る供奄会開きます ，. 

E 同 =aTl;'，r'J't;l"ol.et. -_ 



奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
陪
湾
生
憶
を
使
用
し
て
い
ま
宮
・
限
り
あ
る
資
酒
務
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
・

『情少年の非行悶陸 こ取り総UJ強剖月間

『社会を明るくする遷闘』強欄月間

7.6月
7月

り思いやらだと心とかつ育てよ

もうすぐ夏帥.粗削こ0')，季節に'J'ど

もた5と一繍に週ごしτみてお;j;.l，1IJ'がでしぷう

IJ'. 'ft:世間話 料 同 勧 進 ぴ を 過 し て

目いに内置刷新しい発奥崎町村

臥 .'""即日したとき問。れてくるの

では"いでし芯ヨ".

. 家 庭は子どもを育む場

o視が..  ・"にo夫"・で政協力を

。食司間出血て酬に

o億tきまわかると怯拠出lltl'， Ii'iさ忽11m:
わとわIJ'S1Jし1

:
Litz 

- 家 庭 医 や す ら ぎ の 場

o鳳、っきりおしゃべり 突し市丸K

O ' J ' < 叩 叩 司

。E必要め酬しまし6う

o観も子ともも心 ζゆとりを

- 家庭 は子どもをしつける場

。闘った行l.11;1.しっか叫る

orダメ!J 1;季限どほど巴

0"つ遇。聖"後期し.に

。ぜか叫C>，比'吐い

子どもに関する悩み惨

時にI~、専門家の掴車を悟りる覇軍を !

_UIi.叩叫手線盆活 ..生活ζ.フる悩み

こころダイヤル 曾 0 1 20-~17556

問問 。07443-3-8905 批

8906 I~杷.生徒)

l
ig
-
-
i
!
;ー

7111JIH点、後1時す

史際文化センタ 4長人路 J 11) 
ー引 1テプラス P ント僻制

神ド4ヒテ院大7の非常働薦絢の辻"止さん

「子ども <')'lを続む」

、今子どもた匂に何が起こっているの泊、

{聞札唱。包1市役所少斗術樽セ /r- n34-jll

1てれに}へ。

Iとを}

{とζ ろ}

{内密1
'8潰i

青少隼の電.による信齢

料肘テレフぜ/ 包oi 4 43-3-8 9 0 5， 8 906 
ヤングいじめ !lO....ft22-ullO

同制予レヲすン"'n35-10021;月1目、JlHl 

..隼隆司，.ぐる組問"u.猪倉梱齢

嶋中州制掛..ft26-3788
子どもと家騒テレヲオン相誠一台23-4152
m岬棚嗣---n22-4 829 

精神 保健こ闘する偲鯵

こころの電磁…曾Oi44-45-5611

'制》年め"".比 也みごとに関する梱脹
市役所少年循恥け -"'n33-1282

.原英文

編集後配
つ」酎掛川区こ同情てをする入金目撃し，した。 L叫ぞのたばこはまだ火ぬついており 火事，

包ニ η制止いと思うととても砕舗快でLた。どんな縛停でそのよう仕事ができるのでしょうれまた思い臨M ら

酢 h てきました陥って'l川"よh たです 川ピー附おいい、柑仲って ~~lf，.1!i Blt

いHが縫きますが欽み過ぎに捻" 体調lは気をつけましーう・ITl

表紙燭.

!
1
4
V
-
2
-
t
i
i
F
i
 


	7月は差別をなくす強調月間。互いに人権を尊重しましょう。
	人権が尊重されるふれあいのある社会をめざして
	残したい日本の音風景百選　春日野の鹿と諸寺の鐘
	人権啓発推進計画
	「人権教育のための国連十年」　奈良市行動計画を策定
	強調月間の期間中こんな催しがあります。参加してください。
	市民ふれあい運動実践活動に六万二千人が参加
	楽しい思い出がいっぱい「園児のつどい」
	奈良文学散歩　「日曜日」志賀直哉
	まちのホープ　京西中学陸上部三年笠原瑞世さん
	市民の声　私の生きがい　私と公民館活動
	女性特派員　いきいきレポート　徹底しよう！分別収集
	サポーターと参加者を募集　カウントダウン2000 IN NARA　祈り～世界平和のために～
	行政
	高齢者福祉サービスの申請や介護相談は最寄りの在宅介護支援センターへ
	催し・教室
	なら100年会館自主事業 
	奈良市写真美術館
	同和教育ブロック別研修会（前期）
	“夏休み”現地体験学習講座
	スポーツ
	夏の施設見学会
	陶芸作りとプラネタリウム
	公民館
	ごみの分別収集にご協力を！
	善意銀行
	子どもの詩
	健康のコーナー
	育てよう　心とからだと思いやり
	青少年を非行から守る市民の集い
	子どもに関する悩みは時には、専門家の知恵を借りる勇気を！

